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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 
遷移金属化合物 (TiO 2 /Ag(110 )、 Fe 2 P(0001)そして TiO x /Cu(100)  )の化学的性質や物性に
密接に関与する電子状態に対して、光電子分光 (PES)とオージェ電子分光 (AES)により占
有準位の測定を、X 線吸収端近傍微細構造 (NEXA FS)により非占有準位の測定を 、そして
低速電子回折 (LEED)により周期構造の観察を行った。  
①  (1×1 )TiO 2 /Ag(110)の合成方法を確立し、LEED、NEXAFS、PES よりそれが二次元特有
の構造 (レピドクロサイト )をもつ可能性を見出した。   
② Cu(100)上の TiO と Ti 2 O 3 が薄膜の共存する合成方法を確立した。  
③ AES および PES のピーク解析より、Fe 2 P(0001)の電子状態を解明し、Ni 2 P(0001)との比
較により触媒作用におけるリガンド効果の重要性を解明した。   
 
キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 
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 上記の様に TiO2は機能性物質として幅広く研究されているが、Ti 酸化物の中でも亜酸化物である TiO は大気中で
の合成が困難なことから研究例が少ない。そのため、TiO がどのような物性を持つのかに興味が持たれている。そこ












 Ag(110)上に合成した TiO2 超薄膜に関して、周期構造観察を LEED により観察し、非占有準位の電子状態について
NEXAFSを用いて測定を行った。5.0×10-6 Torrの酸素雰囲気下で Ti原子を活性蒸着することにより TiO2超薄膜を合
成した。合成後、試料を加熱する前は LEED からはバックグラウンドのみを観測し、周期構造を持たない TiO2を観察
した。この周期構造のない TiO2超薄膜は、NEXAFSによる TiL端 2p→Ti3d 励起に伴う吸収スペクトルにより、Ti2pL3
端の egピーク強度からアモルファスを形成していることを明らかにした。このアモルファスな TiO2を 300～600℃の
範囲で加熱すると、300℃から下地の Ag(110)の周期構造と一致した(1×1)周期を観測した。この下地と一致した(1
×1)周期構造は、AES シグナルを用いた膜厚の評価から、加熱前後で 500℃までは膜厚が減少しなかった。このこと
は、500℃までは加熱により下地と一致した構造の TiO2が合成されていることを示している。500℃で 30 分加熱した
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②Cu(100)上における Ti酸化物の合成 
 TiO の合成は 2 種類の条件で行った。1 つ目は、5.0×10-9 Torr の酸素雰囲気下で、もう 1 つは 2.0×10-9 Torr
の酸素雰囲気下で、それぞれ Ti原子を 20分活性蒸着させ、試料を 500℃で 30分加熱した。前者を薄膜 A、後者を
薄膜 Bとする。両薄膜に対して、光電子分光により Ti3p内殻準位の電子状態を観測した。薄膜 Aは 2種類の成分に
スペクトルを分離され、薄膜 B は 3種類の成分に分離された。薄膜 Aの 2成分は、それぞれ Ti3+と Ti4+のピーク位








り、薄膜 Bにおいても、TiO2や TiOと同様の性質をもつことがわかった。また、角度分解光電子分光を薄膜 Aおよ
び Bに対して行った。薄膜 Aおよび薄膜 Bともに、Fermi 準位においてクリアなカットオフが観測された。このこ




















原子が HDSおよび HDN反応で被毒するため、触媒活性が低いと考えられる。 
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